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2

●会計の種類は３種類あり、鷹栖町には合計７個の会計があります

「
会
計
」っ
て
い
く
つ
あ
る
の

一般
会
計
の
内
訳
は

58億4,400万円
（町民一人当たり約87万円）

■歳入
地方交付税／人口や税収などに応じて国から配
分されるお金
国庫支出金・道支出金／国（道）が必要と認め
た事業に対して国（道）から配分されるお金
町債／公共施設を建てるときなどに借りるお金
その他／前年度に余ったお金、貯金を取り崩し
たお金など

■歳出
総務費／町職員の給料、防災、移住定住、
ふるさと納税返礼品などにかかるお金
民生費／医療福祉、保健などにかかるお金
土木費／道路、公園などを整備するお金
公債費／借りたお金（町債）の返済金
農林費／農業、林業の活性化にかかるお金
教育費／学校、公民館の運営などにかかるお金
その他／ごみ処理や消防、商工業の活性化にか
かるお金など

（令和４年2月1日現在の人口6,707人で計算）
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地方交付税
23億3,640万円

総務費
16億3,546万円

教育費：4億3,289万円
その他：3億2,687万円その他：5億6,272万円

￥歳 入 ￥歳 出

町税
7億7,400万円

道支出金
6億5,080万円

繰入金：4億4,317万円

国庫出金
5億5,221万円

町債：3億8,470万円
地方消費税交付金：1億4,000万円

衛生費：4億4,896万円

民生費
10億1,506万円

農林費
6億8,223万円

公債費
6億8,894万円

土木費
6億1,359万円

鷹栖町

一般会計

予算額

58億4,400万円
（昨年より３億600万円増↑）

福祉、教育、道路整備など『暮
らし』『まちづくり』の基本的
な事業を行う会計

鷹栖町

特別会計

予算額

18億3,906万円
（昨年より１億7,842万円減↓）

保険料や使用料などの特定の
収入で特定の事業を行うため
一般会計と区別する会計

鷹栖町

企業会計

予算額

７億3,420万円
（昨年より４億7,129万円増↑）

民間企業のように利用料金な
どの収入で運営している事業
の会計

■特別会計の種類
国民健康保険特別会計／後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
公平委員会特別会計

■企業会計の種類
水道事業会計
公共下水道事業会計

ここがポイント

　今年度から、公共下水道事業会計は特別会計から企業会計になりました。

町の歳入のう
ち、私たちが
納めている町
税は約13％な
んだね。
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収入 支出

給料（町税・地方交付税など） 285万円

パート収入（使用料・手数料など） 20万円

財産の運用・売却益（財産収入など） 15万円

親からの仕送り（国庫支出金など） 100万円

貯金の取崩し（繰入金） 40万円

前年度繰越金 5万円

借金（町債） 35万円

合計 500万円

食費（人件費） 105万円

教育費・医療費など（扶助費） 50万円

ローンの返済（公債費） 60万円

光熱水費など（物件費など） 85万円

サークルなどの会費（補助費） 85万円

家の修繕（維持補修費） 15万円

家財の購入など（投資的経費） 45万円

貯金（積立金） 15万円

子どもへの仕送り（繰出金） 40万円

合計 500万円

増収分 9,500万円 鷹栖町

項　目

計

医療費助成、
国民健康保険会計繰出金など
高齢者在宅生活支援、
介護保険会計繰出金など

施設運営、児童手当支給など
自立支援医療給付、
障がい福祉サービス給付など

子育て分野

介 護 分 野

医 療 分 野

障がい分野

事業費 国道支出金 町　債 その他

財源内訳

一般財源 充当額

13,779

16,452

37,175

33,242

100,648

6,630

1,311

18,803

23,974

50,718

1,500

0

0

0

1,500

168

734

2,375

52

3,329

5,481

14,407

15,997

9,216

45,101

1,155

3,035

3,369

1,941

9,500

（単位：万円）

※引上げ分の地方消費税収は、事務費・人件費に充てないこととされているため、上記の事業費から除いています。

Question

Question

3

4

●鷹栖町の１年間の収支（一般会計予算額）58億4,400万円を年収
　500万円の家計に例えてみます

●増収分は社会保障施策に役立てます

予
算
を「
家
計
」に
例
え
る
と

地
方
消
費
税
交
付
金
の
使
い
道
は

　消費税率が平成26年４月１日に５％から８％、令和元年10月１日から10％へ引き上げられ
たことに伴い、地方消費税交付金の増収分については、すべて社会保障施策に要する経費に
充てるものとされています。
　鷹栖町の充当状況は次のとおりです。
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Question

5

6

「
基
金
」っ
て
な
に

「
町
債
」っ
て
な
に

　基金は、家庭で言えば貯金に当たるもので、特定の目的のために資金を積み立てる、ま
たは運用するものとして、「基金」があります。
　そのうち、財政運営の調整や災害などの思わぬ支出に備えるための基金としては、財政
調整基金があります。
　平成29年度以降さまざまな事業の財源として活用していることから、基金残高は減少し
ています。
　そのため、予算執行において、収入の確保や支出の節減などにより決算での収支を改善
することで取崩額をできる限り抑えることが重要です。

　町債は、家庭でいえば借金に当たるもので、主に道路・公園・公営住宅などを建設する
際に、その財源として発行するものです。しかし、町債の残高が増加していくと、その償
還負担が町の財政を圧迫してしまうため、発行額の抑制に努める必要があります。
　町債のうち、地方交付税の振り替わりである臨時財政対策債（臨財債）の元利償還分は
全額地方交付税の計算に算入され、町の財政運営に支障が出ないように国から措置されて
います。
　町債には世代間の負担を公平にするという役割もありますので、引き続き計画的に発行
していく必要があります。

財政調整基金の当初予算・決算における取崩額
2.0

1.5

1.0

0.5

0

（億円） 当初予算 決算または決算見込

R1H30 R2 R3 R4

1.5 1.5

財政調整基金の残高
8

7
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5

4

3

2

1

0

（億円）
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6.7
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5.2
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4.8

3.3

R3

4.8

（見込） （見込）
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1.2

1.5

1.9

1.5

1,0
1,1

町債残高の推移
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（億円） 臨財債以外 臨財債

R1H30

65.0

20.6

44.4

R2

63.2

20.2

43.0

R4

64.4

19.0

45.4

61.6

17.8

43.8

R3

64.6

19.4

45.2

（見込額） （予算額）
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Question

7 一般会計予算の主な事業は

■財源欄について
　国・道……事業を実施するために国や北海道から交付される補

助金など
　町債………事業を実施するために資金調達した長期の債務（借

入金）
　その他……基金繰入金や使用料など、当該事業のための他から

の収入
　一般財源…町税、地方交付税など、使途が特定されておらず、

町が自らの裁量で使用できる財源

広報活動事業

防災拠点整備事業

事 業 費 1,352万円

財
　
　
源

国 ・ 道 0万円

町 債 0万円

そ の 他 677万円

一般財源 675万円

事 業 費 2,314万円

財
　
　
源

国 ・ 道 0万円

町 債 0万円

そ の 他 2,255万円

一般財源 59万円

　誰もが使いやすく内容を理解できる
ユニバーサルの視点に立ち、オンライ
ンサービスへの取り組み、地域プロモ
ーションの発信につながるコンテンツ
を充実させ、利用者のサービス向上や
鷹栖町のファンづくりにつながる公式
ホームページのリニューアルを実施し
ます。
　ゼロ・カーボンの視点から広報紙の
デジタルブック化に取り組み、広報紙
配布の必要性の有無について、モニタ
ーを募集し検証します。

　災害発生時の迅速かつ効果的な緊急
支援および災害復興に資するため、重
機および防災資材を導入し、防災拠点
の整備を行います。防災倉庫の設置を
はじめ、油圧ショベル、救助艇（ゴム
ボート）、防災用ドローンなどの導入
による防災機材の充実を図ります。
　また、町職員および町消防団員など
を対象とした人材育成研修を実施し、
災害発生時の緊急対応や避難所運営に
必要な人材の育成を推進します。
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定住促進対策事業

サンホールはぴねす管理事業

地域おこし協力隊農業振興活動事業

事 業 費 4,076万円

財
　
　
源

国 ・ 道 830万円

町 債 0万円

そ の 他 0万円

一般財源 3,246万円

事 業 費 8,201万円

財
　
　
源

国 ・ 道 276万円

町 債 1,740万円

そ の 他 1,164万円

一般財源 5,021万円

事 業 費 960万円

財
　
　
源

国 ・ 道 0万円

町 債 0万円

そ の 他 0万円

一般財源 960万円

　住宅の新築や空き家改修、賃貸住宅
の建設に対して助成を行うとともに、
移住相談会への出展や移住体験の受け
入れにより、移住定住の促進を図りま
す。
　また、関係人口の創出や持続的なつ
ながりを構築するとともに、大学生の
実践活動を通じた住民活動や交流によ
る地域の活性化を図るため、慶應義塾
大学と域学連携による地域課題解決推
進事業を実施します。

　町民のふれあい、福祉の向上および
健康増進を図るとともに、高齢者の生
きがいづくりを推進するためにサンホ
ールはぴねすを設置しています。
　町民の皆さんにとって、安心安全で
快適な施設運営を行うため、竣工から
23年が経過したエレベーターの更新工
事を行うとともに、夏季の暑さ対策の
ため窓用エアコンを設置し、適正な施
設管理に努めます。

　農業従事者の高齢化や後継者不足に
よる担い手の減少が急速に進みつつあ
ることから、都市地域から新規就農を
目指す人材を誘致し、鷹栖町農業交流
センターや農家等での農作業研修によ
り技術を習得させるとともに、地域活
動や住民とのふれあいを通して、地域
農業の持続的な発展や定住、地域力の
維持・強化に向けた調査研究を進め、
起業に対する支援を行います。
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集落支援員有害鳥獣駆除対策事業

高規格救急車整備事業

運動習慣化推進事業

事 業 費 130万円

財
　
　
源

国 ・ 道 0万円

町 債 0万円

そ の 他 0万円

一般財源 130万円

事 業 費 3,785万円

財
　
　
源

国 ・ 道 1,786万円

町 債 1,860万円

そ の 他 0万円

一般財源 139万円

事 業 費 728万円

財
　
　
源

国 ・ 道 344万円

町 債 0万円

そ の 他 9万円

一般財源 375万円

　有害鳥獣は、農業被害の発生から営
農意欲を低下させる一因となってお
り、近年ではアライグマの駆除処理業
務が年々増加しています。
　新年度から集落支援員制度を活用し
て１名の委嘱を行い、地域の「点検・
巡回」「話し合い」を行うことで、地
域の状況を把握し、今後の対応方法の
検討につなげ、効率的な業務実施を図
っていきます。

　現在の救急車は平成25年から運用し
ており、長年にわたる使用や昨今の救
急出動件数増加に伴い、劣化・消耗が
著しいことから、車両更新計画に基づ
き車両を更新整備します。高度救命処
置用資器材（自動体外式除細動器、気
道確保用資器材、輸液用資器材など）
を搭載し、救命率の向上を目指すとと
もに、町民の皆さんが安全で安心ので
きる暮らしの確保に努めます。

　運動習慣や食生活の改善など、分か
っているのに一歩踏み出せない20 ～
50代の町民をターゲットに、運動とヘ
ルスケアの両方向から「健康づくり」
を推進します。
　コロナ禍でも安心なオンラインフィ
ットネス教室や町民同士で歩数を競う
ウォーキングプログラム、スマホを活
用した健康ポイント事業を行い、通年
で健康づくりに取り組む町民を増やし
ます。
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令
和
４
年
度
の
予
算

１　
は
じ
め
に

　
令
和
４
年
第
１
回
鷹
栖
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
に
対
す
る
所
信
と
町

政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を

申
し
上
げ
、
町
議
会
議
員
並
び

に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
第
６
波
の
渦
中
に
あ
り
、

い
ま
だ
日
常
生
活
に
お
い
て
不

自
由
な
環
境
が
長
期
に
わ
た
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
療

機
関
、
介
護
施
設
等
の
従
事
者

を
は
じ
め
と
す
る
全
町
民
の
皆

さ
ん
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

町
政
の
執
行
方
針�

鷹
栖
町
長　

谷
　
　�

寿�

男

ま
す
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
２
月
か
ら
２
回
目
終
了
順

に
ご
案
内
し
、
接
種
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
息
の
長
い
感

染
症
対
応
が
続
き
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
事
業
の
継

続
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
打
ち
克
ち
、
経

済
を
再
生
さ
せ
る
た
め
「
新
し

い
資
本
主
義
」
を
要
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
、
気
候
変
動
、
地
方

活
性
化
な
ど
を
成
長
戦
略
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
取
り

入
れ
な
が
ら
利
便
性
を
向
上

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
様
式
に

対
応
し
た
、
豊
か
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　　
鷹
栖
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
視
点
に
対
応
し
つ
つ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
共
に
行

動
す
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２　
令
和
４
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
令
和
４
年
度
の
予
算
編

成
及
び
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
姿
を
示

す
「
第
８
次
鷹
栖
町
総
合
振
興

計
画
」
に
基
づ
く
着
実
な
事
業

の
推
進
と
「
笑
顔 

幸
せ　

み

ん
な
で
つ
く
る　

あ
っ
た
か

す
」
を
理
念
と
し
た
、
持
続
可

能
な
鷹
栖
町
の
創
造
に
努
め
る

と
と
も
に
、
「
鷹
栖
町
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
事

業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
財
源

の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
着
実
に
前
進
で
き

る
よ
う
、
予
算
の
編
成
に
努
め

ま
し
た
。

　

以
上
の
５
つ
の
基
本
目
標

（
※
）
の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
基
本
目
標
は
、
国
連
が
掲

げ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
の
理
念
と
も

共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
に
つ
な

町
政
の
執
行
方
針
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が
る
よ
う
、
「
ひ
と
ご
と
か
ら

我
が
ご
と
化
」、「
選
択
と
集
中
、

創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
経
営
」、

「
町
民
、
行
政
、
関
係
人
口
が

連
携
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
の
側
面
か
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
理
念
を
共
有

し
、
理
解
を
深
め
る
推
進
役
を

町
が
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
３
つ
の
重
点
施

策
で
あ
る
「
地
域
運
営
組
織
の

強
化
」
、
「
鷹
栖
市
街
地
の
活

性
化
推
進
」
、
「
農
業
者
の
担

い
手
育
成
支
援
」（
１
）
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、
新
た
な
人

の
流
れ
を
生
み
出
し
、
地
域
の

財
産
を
生
か
し
た
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　
一
般
会
計
は
、
予
算
総
額
58

億
４
４
０
０
万
円
、
前
年
度
に

比
べ
３
億
６
０
０
万
円
、
５
・

５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
発
生
時
に
効
果
的
な
支
援
を

行
う
た
め
に
防
災
拠
点
を
整
備

す
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活
性

化
策
な
ど
実
効
性
の
あ
る
予
算

あらゆる安心を
未来へとつなぐ
幸せな環境を
持続するまち

あらゆる世代が
幸せを追求する
人が輝くまち

あらゆる人の
希望に寄り添う

幸せな暮らしを実現するまち

あらゆる地域資源を活かす
幸せなしごとを
つくるまち

あらゆる人が
関係して高めあう

幸せな交流があるまち

〔※５つの基本目標〕

編
成
を
行
い
ま
し
た
。
下
水
道

会
計
を
企
業
会
計
化
し
、
受
益

と
負
担
の
可
視
化
を
図
る
ほ

か
、
特
別
会
計
及
び
水
道
企
業

ポイント

01 ３つの重点施策

会
計
で
は
、
町
民
負
担
の
適
正

化
を
図
り
、
適
切
な
運
営
と
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地域運営組織の強化

農業者の担い手育成支援

鷹栖市街地の活性化推進
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令
和
４
年
度
の
予
算

主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
幸
せ
を
追
求
す
る
　
人
が
輝
く
ま
ち

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

場
と
し
て
の
町
立
学
校
は
、
少

子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
学

校
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
今
後
の
鷹
栖
町
の
学
校

の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

「
鷹
栖
町
立
学
校
の
在
り
方
検

討
委
員
会
」（
２
）を
設
置
し
、

よ
り
良
い
学
校
環
境
の
整
備
や

支
援
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
ま
す
。

　　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
感
染
症
予
防
対
策
を

実
施
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
や
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
推
進
に
か
か
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
、
教
員
の
授
業
力
の
向
上
に

資
す
る
改
善
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
学
習
環
境
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
日
常

の
学
校
生
活
を
送
る
場
と
な
る

学
校
施
設
の
改
修
を
進
め
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し
、
児
童

生
徒
の
通
学
送
迎
の
環
境
向
上

を
図
り
ま
す
。

　　
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
進
め

る
た
め
、
家
庭
教
育
の
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不

登
校
な
ど
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
、
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

連
携
し
て
相
談
体
制
及
び
自
立

町政の執行方針 ①

町
政
の
執
行
方
針

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　　
共
に
学
び
共
に
育
む
「
ふ
る

さ
と
共
育
」
を
充
実
す
る
た
め

に
小
中
学
校
に
お
け
る
取
組
の

推
進
や
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
成
長
を
助
長
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
町
民
の
皆
さ
ん
の
運
動
す
る

機
会
を
持
続
化
す
る
た
め
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
の
開
催
や
個

別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に

取
り
組
む
ほ
か
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
会
形
式

か
ら
歩
走
運
動
の
継
続
支
援
に

変
更
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

1．内容
　　今後、児童生徒の減少が見込まれることや、
学校施設の老朽化も課題となっている中、子
どもたちの健やかな成長と豊かな人間性を育
むための場として、より良い環境のあり方を
検討します。
　⑴　適正な学校規模・適正配置の検討
２．当面のスケジュール（案）
　　令和４年度－検討委員会の設置。諮問・答申
　　令和5年度－教育環境基本方針策定
　　（住民説明含む）

３．令和４年度の取り組み
　　４月　　諮問
　　5月～ 12月　　協議　６回程度
　　　　　　　　　（視察も含む）
　　１月　　答申
４．検討委員会メンバー
　　13人
　　�（ＰＴＡ、コミュニティースクール委員、
中学生以下の子どもがいる保護者、校長）

ポイント

02 鷹栖町立学校の在り方検討委員会の設置
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町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
と
心

身
の
健
康
を
守
る
た
め
、
引
き

続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る

と
と
も
に
、
時
々
の
状
況
に
応

じ
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
影

響
を
受
け
て
い
る
方
に
適
切
な

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
子
ど
も
の
減
少
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
等
の
社
会
変
化
、
低

年
齢
児
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
将
来

を
見
据
え
た
子
育
て
支
援
や
環

境
の
在
り
方
を
検
討
す
る
「
子

育
て
未
来
会
議
」（
３
）
を
設

置
し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
子
育
て
世
代
を
支

え
、
希
望
が
満
た
さ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
４
）
に
お

あ
ら
ゆ
る
人
の
希
望
に
寄
り
添
う

幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
ま
ち

い
て
妊
娠
か
ら
出
産
、
18
歳
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

と
と
も
に
出
産
後
の
心
身
の
不

調
や
育
児
の
悩
み
を
抱
え
る
母

親
に
対
す
る
ケ
ア
や
育
児
支
援

を
行
う
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー

ト
事
業
」を
継
続
し
て
実
施
し
、

子
育
て
環
境
の
充
実
や
育
児
の

負
担
軽
減
の
施
策
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
町
民
の
皆
さ
ん
が
我
が
事
と

し
て
地
域
社
会
に
参
加
し
、
人

と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分

野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ
な
が
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
重
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
、
子
育
て
世
代
な
ど
誰
も
が

こ
の
ま
ち
で
明
る
い
希
望
を
描

き
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

町政の執行方針 ②

１．内容
　　子どもの減少や共働き世帯の増加等の

社会変化、低年齢児からの保育ニーズ増
加等に対応するため、将来を見据えた子
育て支援や環境のあり方を検討します。

　（１）児童福祉施設の将来のあり方
　　　　　（保育園、放課後児童クラブ 等）
　（２）施設における子育て施策について
２．当面のスケジュール（案）
　　令和４年度－会議の設置。諮問・答申
　　令和５年度－方針に基づいた必要な
　　準備・整備

３．令和４年度の取り組み
　　４月　　　　　　諮問
　　５月～ １２月　　  協議　６回（予定）
　　１月　　　　　　答申

４．会議メンバー
　　委員１０名
　 （就学前児童がいる保護者、教育事業等

に従事する者、識見を有するもの）

ポイント

03

ポイント

04

子育て未来会議の設置

子育て世代包括支援センター
〇どんなところ？
　妊娠中から子育て期間中のパパ、ママ、0歳から１8歳ま
でのお子さんをサポートします。母子手帳の交付や妊娠中
の身体のこと、出産後の子育て相談など、子育て中のすべ
ての方の総合窓口です。

〇どんな人がいるの？
　経験豊富な前田助産師と明るくやさしい榎本保健師がお
ります。出産前から就学後もずっと頼れる相談相手です。

前田助産師

榎本保健師
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。子
育
て
、

障
が
い
、
介
護
、
生
活
困
窮
と

い
っ
た
分
野
別
の
相
談
体
制
で

は
解
決
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う

な
く
ら
し
の
困
り
ご
と
に
対
応

す
る
た
め
、
生
活
福
祉
相
談
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
分
野

を
超
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
相
談
支
援
、

参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す

る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　　
「
誰
も
が
つ
な
が
り
、安
心
、

健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
あ
っ

た
か
す
な
ま
ち
」
を
基
本
理
念

と
し
た
「
鷹
栖
町
地
域
福
祉
計

画
」
は
、
令
和
４
年
度
に
中
間

評
価
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
各
事
業
の
評
価
検
証
を

行
い
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ

た
支
え
あ
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら

れ
る
「
あ
っ
た
か
す
」
な
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま

で
も
健
康
で
過
ご
す
た
め
に

町
政
の
執
行
方
針

は
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

運
動
習
慣
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

加
者
に
保
健
師
が
保
健
指
導
に

よ
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る

ほ
か
、
介
護
予
防
運
動
教
室
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
倶
楽
部
「
コ
レ

カ
ラ
」
の
活
用
、
あ
っ
た
か
す

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及
な
ど
の

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
進

め
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過

ご
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

（
５
）
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
継
続
的
に
取
り

組
み
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
を
地
域
全
体
で
支
え
ま
す
。

　　
特
定
健
診
を
受
け
て
自
身
の

健
康
状
態
を
毎
年
確
認
す
る
こ

と
は
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、

医
療
費
の
抑
制
や
健
康
寿
命
の

延
伸
が
期
待
で
き
ま
す
。
健
診

〇どんなところ？
　認知症の人やその家族が、地域の人や専門
職と相互に情報を共有し、お互いを理解し合
う認場として月２回サンホールはぴねすと地
域交流スペース「あえーる」で開設していま
す。
〇なにをしているの？
　コーヒー豆から落としたコーヒーやおやつ
を片手におしゃべりを楽しんだり、手芸を行
ったりしています。
〇どんな人がいるの？
　地域包括支援センターの保健師と主任ケア
マネジャーや、認知症サポーター講習を受講
したボランティアの方が運営しています。

ポイント

05 デコぽん茶屋（認知症カフェ）

地域包括支援センター
河田主任ケアマネジャー 福原保健師

デコポン茶屋（はぴねす）
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①予防のために通院中の方も健（検）
診を受けましょう。
②健（検）診費用の助成を上手に利
用しましょう。
③健（検）診結果を見直す。保健師
や栄養士がしっかりサポートしま
す。

ポイント

06 まずはからだの状態を知ろう 未
受
診
者
の
７
割
が
疾
患
に
よ

り
医
療
機
関
に
定
期
通
院
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
旭
川
市
の
医

療
機
関
と
連
携
し
、
定
期
通
院

に
併
せ
て
特
定
健
診
の
受
診
勧

奨
（
６
）
を
す
る
こ
と
で
、
受

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
得

【設置予定箇所】
１階　和室×２台
１階　生きがいホール×３台
１階　デイ活動室・和室×２台
２階　ふれあいの部屋×２台
２階　研修室２×２台
２階　生きがい活動室×１台
２階　老人憩いの間×２台

計１４台

ポイント

07 サンホールはぴねす窓用エアコン設置

ら
れ
る
健
診
結
果
を
活
用
し
、

保
健
師
が
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
を

す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
習
慣
改

善
に
向
け
た
相
乗
効
果
を
促
進

し
ま
す
。

　　
福
祉
と
健
康
増
進
の
拠
点
で

あ
る
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す

は
、
竣
工
後
23
年
が
経
過
し
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
耐
用
年
数
が
経

過
し
た
こ
と
か
ら
更
新
工
事
を

行
う
ほ
か
、
近
年
の
気
候
変
動

に
よ
る
猛
暑
に
対
応
す
る
た

め
、
窓
用
エ
ア
コ
ン
（
７
）
を

設
置
し
ま
す
。

日野保健師

フィットネス倶楽部「コレカラ」
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
活
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
せ
な
し
ご
と
を
つ
く
る
ま
ち

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
営
々
と
築
き
上
げ
ら
れ
て

き
た
地
域
農
業
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
し
っ
か

り
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
第
８
次

総
合
振
興
計
画
の
施
策
に
関
す

る
中
期
的
方
向
性
を
示
す
「
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
人

材
確
保
対
策
、
農
地
の
保
全
、

生
産
振
興
、
農
業
・
農
産
物
の

魅
力
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
第
４
期
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
人
材
の
確
保
対
策
で
は
、
国

の
新
規
就
農
支
援
施
策
の
大
幅

な
改
正
に
合
わ
せ
て
各
種
支
援

施
策
を
改
変
し
、
新
た
な
担
い

手
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
き
め
細
や
か

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
っ

た
か
フ
ァ
ー
ム
」
の
農
業
研
修

生
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
、
農
業
技
術
や
経
営
知
識
の

習
得
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

が
必
要
と
す
る
人
材
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
の
研
修

生
が
新
規
就
農
す
る
圃
場
と
し

て
整
備
す
る
中
央
地
区
の
野
菜

団
地
整
備（
８
）に
つ
い
て
は
、

基
盤
整
備
工
事
を
着
工
し
、
令

和
５
年
度
か
ら
営
農
を
開
始
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　　
農
地
の
保
全
で
は
、
農
地
集

積
等
推
進
事
業
を
一
部
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
担
い

手
農
業
者
が
多
団
地
解
消
の
受

入
先
と
な
る
よ
う
制
度
変
更
を

行
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
処
理
業
務

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
農
業

者
の
営
農
意
欲
を
低
下
さ
せ
る

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落

支
援
員
制
度
を
活
用
し
、
聞
き

町政の執行方針 ③

町
政
の
執
行
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
動
向
に
よ
る
米
価
の
下
落

や
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
原

油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

我
が
国
の
経
済
状
況
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
商
工
会
や
両
農
協
と

協
力
し
な
が
ら
経
営
を
下
支
え

す
る
施
策
や
消
費
活
性
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
応
じ

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
米
価
の
下
落
や
コ
メ
の

消
費
低
迷
、
担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
農
産
物
の
鳥

獣
被
害
な
ど
、
解
決
す
べ
き
多
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取
り
や
巡
回
に
よ
る
被
害
状
況

の
確
認
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
中
心

と
し
た
有
害
鳥
獣
の
駆
除
処
理

と
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

農
地
の
保
全
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
生
産
振
興
の
要
と
な
る
農
業

基
盤
整
備
事
業
（
９
）
に
つ
い

て
は
、
北
野
地
区
の
「
国
営
緊

急
農
地
再
編
整
備
事
業
」
や
北

成
地
区
及
び
鷹
栖
南
地
区
の

「
道
営
基
盤
整
備
事
業
」
、
国

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
共
栄

近
文
二
期
地
区
」
な
ど
、
地
元

期
成
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
着
実
な
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　　
農
産
物
の
魅
力
を
発
信
す
る

拠
点
と
な
る
農
産
加
工
施
設

「
四
季
の
里
」
は
、
衛
生
面
の

向
上
を
図
る
た
め
の
手
洗
い
場

の
改
修
や
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
交
換
、
経
年
劣
化
し
た

高
圧
受
電
設
備
を
改
修
し
、
利

用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
地
域
経
済
の

回
復
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
消
費
者
と
事
業
者
双
方

に
対
す
る
施
策
が
必
要
で
す
。

地
域
消
費
活
性
化
事
業
（
10
）

に
よ
り
町
内
店
舗
に
お
け
る
消

費
喚
起
を
促
し
、
購
買
力
を
向

基盤整備事業の効果：省力化

〇田んぼ一枚の面積が大きくなっ
たことにより、作業機械（トラ
クター、田植え機など）の旋回
回数が減少。また、田んぼの枚
数が減り、管理時間が減少

〇農道の整備が進んだことによ
り、田んぼの見回りが徒歩から
車でできるようになり、管理時
間が減少

ポイント

09

ポイント

08

農業基盤整備事業

令和４年度　野菜団地
鷹栖中央地区位置図

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
飲
食
店

応
援
チ
ケ
ッ
ト
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
で
、
時
短
営
業
等
の
影

響
で
苦
境
に
あ
る
飲
食
店
を
支

援
し
ま
す
。

　

令和４年度　工種・事業量
農業用用非水路（用水路）� 200m
暗きょ排水� 2.0ha
区画整理� 2.0ha
農作業道� 200m

凡　例

予定箇所

　　JAたいせつ
←　ライスセンター

14線

13線

13号

水稲作業時間の変化（hr/ha）

水管理時間の変化（hr/ha）

整備前 整備後

整備前 整備後

10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

45％軽減

29％軽減

8.3

4.6

溝切り・排水改善
防除
収穫
除草剤

移植
代掻き
施肥
耕起

2.67
0.45
3.03
0.40
3.26

8.04

0.65
2.48 1.75

0.54

6.14

2.60
2.33
0.42
0.86

⎧
⎪
⎪
⎪
⎩

⎫
⎪
⎪
⎪
⎭

（時間）

（時間）

労働時間は工事前から３0％減少
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

町
政
の
執
行
方
針

　
事
業
者
が
行
う
販
売
促
進
お

よ
び
販
路
拡
大
へ
の
支
援
を
中

小
企
業
等
活
動
促
進
事
業

（
11
）
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収

束
を
見
据
え
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
導
入
費
用
の
一
部
助
成

を
新
た
に
追
加
し
て
事
業
活
動

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　　
鷹
栖
フ
ァ
ン
の
増
加
と
地
域

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

た
か
す
マ
ル
シ
ェ
を
継
続
し
、

町
内
外
か
ら
の
集
客
と
町
内
事

業
者
の
販
売
力
、
商
品
力
、
品

質
向
上
へ
の
意
欲
醸
成
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。
た
か
す
熱

夏
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、
集

客
の
中
心
が
飲
食
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
が
不
透
明
な
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度

は
予
算
化
に
い
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
開
催
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
会
と
し
っ
か
り

と
協
議
を
重
ね
今
後
の
内
容
も

含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
増
加
対
策

と
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業

の
取
り
組
み
を
平
成
24
年
か
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
利
用
者
は
横
ば
い

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
は
実
施
を
見

送
り
効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。

１,５００円お得な商品券
「あったかセール　がんばる街の商品券」
６,５００円分を1冊５,０００円で販売。
内５００円分は飲食店応援チケット

販売期間：７月販売予定
使用期間：７月～1月上旬まで

ポイント

10 地域消費活性化事業

１　補助対象者
　・�町内に本社機能を有する法人、個人事業主、その他法人又は町内に事業所を置く商工会会員事業者
　・�鷹栖町町税等の滞納者に対する行政サービス制限措置に関する条例に規定する町税等を滞納していない事業者
２　補助対象期間
　　令和４年度から令和６年度まで

補助対象経費 補助限度額 補助率 備考
（1）販売促進活動
広告費
・�新聞、雑誌等への広告掲載費
・�ラジオ、テレビ等での宣伝費

６０,０００円

2/3

申請は、年度内で1回限り

パンフレット印刷費
・�商品、サービス等が掲載されている印刷物の印刷費

4０,０００円
申請は、補助対象期間内で1回限りウェブサイト制作費

・ウェブサイト（ホームページ）制作費
１００,０００円

（2）販路拡大促進活動
商談会出展費
・�出展費、旅費、輸送費、備品借上費

１2０,０００円
４/5

申請は、補助対象期間内で複数回可
※補助限度額は、補助対象期間内に
おける1事業者当たりの限度額

催事、物販イベント出店費
・�出店費、旅費、輸送費、備品借上費

１8０,０００円

（3）キャッシュレス促進活動
キャッシュレス決済導入費
・�決済端末本体購入費　等

１００,０００円 ４/5 申請は、補助対象期間内で1回限り

ポイント

11 鷹栖町中小企業等活動促進事業補助金
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あ
ら
ゆ
る
安
心
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

                                  

幸
せ
な
環
境
を
持
続
す
る
ま
ち

　
毎
年
各
地
で
起
こ
る
集
中
豪

雨
や
土
石
流
災
害
、
豪
雪
に
よ

る
交
通
障
害
な
ど
自
然
の
猛
威

か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
行

政
の
取
組
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
く
、
町
民
自
ら
が
わ
が
身
を

守
る
行
動
と
、
地
域
の
力
で
お

互
い
の
命
を
守
る
備
え
も
大
切

で
す
。
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
事
業
を

活
用
し
た
防
災
拠
点
整
備
事
業

（
12
）
を
実
施
し
、
重
機
等
の

機
材
配
備
を
行
う
ほ
か
、
自
主

防
災
組
織
化
に
向
け
た
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
、
災
害
発
生
時

の
緊
急
対
応
や
避
難
所
運
営
に

必
要
な
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

　　
近
年
、
世
界
的
に
地
球
温
暖

化
へ
の
危
機
感
は
ま
す
ま
す
強

く
な
っ
て
お
り
、
脱
炭
素
化
の

流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
安

町政の執行方針 ④

心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
脱
炭

素
化
を
加
速
さ
せ
る
施
策
と
し

て
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交

換
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

に
か
か
る
助
成
を
引
き
続
き
実

施
す
る
ほ
か
、
職
員
研
修
を
通

じ
て
鷹
栖
町
に
最
適
な
方
法
を

洗
い
出
し
、
町
、
住
民
、
事
業

者
が
一
体
と
な
っ
て
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
機
運
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

　　
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た

め
の
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進（
13
）に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
ご
み
の

排
出
量
を
一
人
一
日
当
た
り
７

０
０
グ
ラ
ム
、
そ
の
う
ち
燃
や

せ
る
ご
み
の
量
を
２
８
５
グ
ラ

ム
ま
で
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

ポイント

12 B&G防災拠点整備事業
主な配備機材
　現物支給：�油圧ショベル、スライドダンプ
　任意機材：�防災倉庫、救助艇（ゴムボート）、

ドローン、防災用軽自動車、ス
ノーモビル、ジェットヒーター、
発電機、組立型トイレ　ほか

研修内容
　�重機特別教育、重機操作、避難所運営訓練　
ほか

ポイント

13ごみの減量・リサイクルの推進に向けて
具体的な取り組み内容

紙製容器包装分別袋の配布
適正分別のきっかけづくりとし
て分別袋を全戸に配布。燃やせ
るごみの組成改善を図る

プッシュ型出前講座の実施
超プッシュ型でのまちづくり出前
講座を実施。各種団体等に直接出
向き、ごみについて機運を高める

環 境 教 育 の 充 実 化
ふるさと共育と連携して、環境教
育を充実化し、ごみに関する意識
を向上させ、家庭での普及を図る

事業系ごみの実態把握
各事業所との意見交換を行い、
事業系ごみの実態把握や減量
化・資源化に向けた検討を行う

リ ユ ー ス の 推 進
処理場へ搬入された廃木材を薪
として再利用することにより、
リユースを推進する

不法投棄発生抑制の強化
夜間パトロールの実施、看板・
監視カメラの増設を行い、不法
投棄発生抑制を強化する
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

て
お
り
ま
す
。
紙
製
容
器
包
装

分
別
袋
の
全
戸
配
布
や
プ
ッ
シ

ュ
型
の
出
前
講
座
の
実
施
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
、

減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
鷹
栖
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
生
ご
み
堆

肥
化
施
設
は
、
稼
働
し
て
か
ら

14
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
に
基
本
設
計
、
令
和
５
年
度

に
実
施
設
計
・
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　　
森
林
は
、
水
源
涵
養
機
能
の

ほ
か
、
自
然
災
害
の
予
防
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
役
割

な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資

源
で
す
。

　
森
林
の
整
備
を
適
切
に
行
う

た
め
、
国
庫
補
助
金
や
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
適
正
な

間
伐
を
は
じ
め
良
質
な
森
林
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
光
回

線
通
信
網
の
整
備
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
物
流
の
停
滞
に
よ
り

配
線
工
事
が
予
定
通
り
進
ま

ず
、
令
和
４
年
８
月
ま
で
サ
ー

ビ
ス
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、

現
状
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
線

電
波
受
信
設
備
の
設
置
の
費
用

を
継
続
し
て
助
成
い
た
し
ま

す
。光
回
線
の
供
用
開
始
後
は
、

切
り
替
え
後
に
不
要
と
な
っ
た

無
線
電
波
受
信
設
備
を
撤
去
す

る
費
用
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
道
路
・
橋
梁
の
長
寿
命

化
工
事
、
河
川
の
維
持
補
修
工

事
、
公
営
住
宅
の
改
修
工
事
を

継
続
し
、
多
額
な
経
費
が
必
要

と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

安
定
的
な
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
構

築
す
る
た
め
、
老
朽
管
の
布
設

替
え
を
計
画
的
に
実
施
し
て
水

の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

町
政
の
執
行
方
針

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
公
営
企
業
会

計
へ
移
行（
14
）い
た
し
ま
す
。

こ
の
移
行
に
よ
り
、
経
営
状
況

の
明
確
化
、適
切
な
財
産
把
握
、

類
似
自
治
体
間
で
の
比
較
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
下
水
道
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
や
、
よ

り
一
層
の
経
営
の
効
率
化
と
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

　　

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
上
水
道
料
金
は
現
行
料
金

を
据
え
置
き
と
し
ま
す
が
、
下

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
使
用
料
収
入
で
は
大
幅
な
赤

字
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
増
額
に
向
け
た
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公

営
企
業
会
計
は
独
立
採
算
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て

使
用
料
収
入
で
運
営
費
を
賄
う

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
急
激
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
段
階
的

に
使
用
料
の
見
直
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

　下水道事業の持続的で安定的な事業運営のため、令和４年４月１日より、
これまでの「官庁会計（特別会計）* １」から地方公営企業法を適用した、
「企業会計* 2」へ移行します。

* １ 官庁会計（特別会計）は「現金主義」、「単式簿記」の会計方式です。
* 2 企業会計は「発生主義」、「複式簿記」の会計方式です。

公営企業会計移行による効果
　経営状況の明確化
　損益取引と資本取引に区分して経理するので、経営状況等が明確になり、
その分析を通じて将来の経営計画等が策定できる利点があります。

ポイント

14 令和４年４月から下水道事業が公営企業会計に移行 　
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め

に
町
営
バ
ス
１
台
を
更
新
す
る

ほ
か
、
救
急
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
高
規
格
救
急
車
を
更
新

す
る
と
と
も
に
、
生
活
路
線
を

守
る
除
排
雪
機
械
を
更
新
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
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あ
ら
ゆ
る
人
が
関
係
し
て
高
め
あ
う

                                  

幸
せ
な
交
流
が
あ
る
ま
ち

　
地
域
の
活
力
は
、
人
と
人
と

の
触
れ
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
活
動

に
お
い
て
も
大
き
な
制
限
を
受

け
ま
し
た
。
引
き
続
き
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
住
民

同
士
の
交
流
や
関
係
人
口
の
創

出
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
た

な
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　
農
業
地
域
で
モ
デ
ル
と
し
て

進
め
て
い
る
持
続
可
能
な
地
域

運
営
組
織
（
15
）
の
取
り
組
み

は
、
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
先

行
す
る
北
斗
・
北
成
地
区
は
地

区
計
画
に
基
づ
く
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
ほ
か
、
中
央
地
区
に

お
い
て
は
地
区
計
画
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
各
地
区
が

目
指
す
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
の

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
鷹
栖
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
域
運
営
の
基

盤
づ
く
り
や
公
共
施
設
の
活

用
、
中
心
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど

の
方
針
を
ま
と
め
た
基
本
構
想

案
を
基
に
、
住
民
や
関
係
団
体

と
協
議
を
進
め
て
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、慶
応
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ（
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
研
究
所

の「
域
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
16
）
を
活
用
し
、
大
学
生
の

実
践
活
動
を
通
じ
た
市
街
地
に

お
け
る
住
民
活
動
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

町政の執行方針 ⑤

ポイント

15

ポイント

16

持続可能な地域運営組織【地域運営モデル地区】

慶応大学研究所の域学連携プロジェクト

１．背景、目的
　総合振興計画　重点の５「地域運営の基盤づくり」
　⇒�「地域課題を住民の力で解決していく基盤構築」と「担い手となる人材の育成」
２．�取り組み経過と令和4年度の方向性

　慶応大学SFC研究所と町とで連携協定を締結し、協定に基づく学生との地域実践プロ
ジェクトを始動します。地域活性化を学ぶ慶応大学生が鷹栖町の実態や課題を把握し、
改善策を提言した後、住民と学生とで実際に協働するプロジェクトを動かします。

（３年間の事業展開イメージ）
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

　　
若
い
世
代
が
楽
し
み
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
材
育
成
講
座
「
ま
ち
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
」（
17
）
の
学
び
と
実
践

を
継
続
し
て
支
援
し
、
若
者
世

代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

豊
か
な
発
想
力
・
行
動
力
を
育

む
こ
と
で
、
地
域
を
担
う
人
材

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が

普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
職
場

の
近
く
に
居
住
し
て
い
な
く
て

も
仕
事
を
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
会
を
離

れ
て
自
然
豊
か
な
地
方
に
移
り

住
む
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
首
都
圏
や
圏
域
に
住
む
移

住
相
談
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

う
と
と
も
に
、
住
宅
建
築
支
援

事
業
等
の
移
住
施
策
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
生
活
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
優
良
な
賃
貸
住
宅
の

建
設
（
18
）
に
対
し
て
助
成
措

置
を
す
る
こ
と
で
定
住
人
口
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

　　
開
か
れ
た
町
政
の
運
営
を
目

指
し
、
広
報
紙
や
防
災
無
線
を

は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
多
様
な
方
法
に
よ
る
情
報

提
供
と
意
見
や
提
言
を
い
た
だ

く
機
会
を
確
保
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
「
探

し
や
す
く
、
す
ぐ
に
分
か
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま

す
。

町
政
の
執
行
方
針

ポイント

17 人材育成講座「まちＬａｂｏ」
令和３年度
　「まちLabo」を新規に開設し、10 ～ 40代の約30
名が参加。講座で学ぶとともに、６つの企画を発案
し、実践しました。楽しみながら仲間とまちづくり
に関わる体験の共有により、若者世代のネットワー
ク化と、まちづくりへの参画意識が高まることを目
指しました。

⬇
令和４年度
　現参加者を母体として、希望する新規の参加者を
交えながら、若者によるプロジェクト実践を継続し
て支援します。

もりをあそびつくそう
ワクドキ！パレットキッズ

ポイント

18 定住促進住宅建設事業
　鷹栖町の定住人口の増加を目指すため、町内に賃貸
住宅を建設しようとする個人又は法人に対して、建設
費の一部を補助します。
１　補助対象住宅
・プレハブを除く１棟又は同一敷地内に戸建て２戸以
上の賃貸住宅であること。

・上下水道、駐車場等を完備しているものであること。
・耐震性能、断熱性能、劣化対策等級が北海道の定め
る基準を満たしていること。

・北海道が推進する住宅づくりの登録事業者であること。
２　補助金額
・住宅建設費の４分の１以内（１戸当たり1,500千円上限）

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
や
業
務
が
一
般
に
浸
透
す

る
契
機
と
な
り
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
も
早
急
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
国
の
方
針

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」や「
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
」
の
取

り
組
み
を
進
め
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
や
業
務
効
率
化
に

R2年度建設　KomieⅢ（南１条４丁目）
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努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
人
口
減
少
社
会
が
さ
ら
に
進

行
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
と
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
た
め
に
は
、
「
鷹
栖
町
行
財

政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
着
実
に
進
め
、
限
ら
れ
た
資

源
の
中
で
効
果
的
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
で
は
、
見
直
し
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
基
づ
き
一
部
見
直
し
や
廃

止
を
行
い
、
経
費
抑
制
や
財
源

確
保
に
努
め
ま
し
た
。
今
年
度

も
引
き
続
き
検
討
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
も
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

鷹
栖
町
の
公
共
施
設
の
使
用
料

は
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
「
鷹
栖
町
公
共
施

設
使
用
料
の
見
直
し
方
針
」
に

基
づ
き
、
今
後
の
使
用
料
金
と

む
こ
と
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
人
材
の
発
掘
や
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
る

と
と
も
に
、
助
け
合
い
や
連
携

が
育
ま
れ
、
鷹
栖
町
が
将
来
に

わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　　
令
和
４
年
は
、
開
村
１
３
０

年
を
迎
え
ま
す
。
鷹
栖
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
無
限

の
可
能
性
を
伸
ば
す
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
先
人
た
ち
の

挑
戦
と
努
力
に
よ
り
築
き
上
げ

て
き
た
活
力
あ
る
鷹
栖
町
の
基

盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

見
直
し
の
時
期
に
つ
い
て
住
民

説
明
を
丁
寧
に
行
い
、
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
３　
む
す
び

　　
以
上
、
令
和
４
年
度
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
２
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
大
会
の
多
く
が
中
止

ま
た
は
延
期
と
な
る
ほ
か
、
学

校
、
職
場
、
家
庭
の
生
活
に
大

き
な
負
担
を
与
え
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
遭
遇
し
た
こ
と
の
な

い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
は
じ
め
、
新
た
に

鷹
栖
に
住
ま
わ
れ
た
方
や
鷹
栖

に
関
わ
り
を
も
つ
関
係
人
口
、

鷹
栖
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
と

思
う
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
コ
ロ

ナ
に
屈
せ
ず
に
新
た
な
可
能
性

を
切
り
開
く
事
業
に
参
画
し
、

地
域
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
動

き
が
芽
吹
い
て
き
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
活
動
に
取
り
組
む

人
材
育
成
を
積
極
的
に
取
り
組

　　
第
８
次
総
合
振
興
計
画
の
目

指
す
ま
ち
の
将
来
像
「
笑
顔 

幸
せ　
み
ん
な
で
つ
く
る　
あ

っ
た
か
す
」
の
実
現
に
向
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
、各
種
事
業
所
、

そ
し
て
鷹
栖
に
愛
着
を
持
っ
て

く
れ
る
関
係
人
口
と
呼
ば
れ
る

方
々
と
手
を
携
え
て
、
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
町
議
会
議
員
並
び
に
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年

度
に
お
け
る
「
町
政
の
執
行
方

針
」
と
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

たかすマルシェ
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

　
令
和
４
年
第
１
回
鷹
栖
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

鷹
栖
町
教
育
委
員
会
の
所
管
行

政
の
執
行
に
関
し
主
要
な
方
針

を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議
員
並

び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
北
海
道
内
で
確
認
さ
れ

て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
す
が
、

い
ま
だ
収
束
す
る
気
配
が
見
え

ず
、
３
密
の
回
避
な
ど
「
新
し

い
生
活
様
式
」
で
の
感
染
拡
大

防
止
が
必
要
な
日
常
が
続
い
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
事
業
の
実
施
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
加
え
、
社
会
の
在
り

方
が
劇
的
に
変
わ
る
「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
」
の
到

来
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
「
予
測
困
難
な
時
代
」
を

迎
え
た
今
、
令
和
時
代
の
教
育

は
、
自
分
の
良
さ
や
可
能
性
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
他
者
を

価
値
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重

し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な

が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗

り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り

拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
ふ
る
さ
と

鷹
栖
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
時

代
に
し
な
や
か
に
対
応
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
鷹
栖
を
愛
し
、

鷹
栖
町
の
持
続
的
発
展
を
支

え
、
新
た
な
未
来
を
拓
く
人
材

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
ふ

る
さ
と
共
育
」
を
核
と
し
て
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
地
域
文

化
の
中
で
心
豊
か
で
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
行
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
学
校
教
育
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
下
、
新

し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
「
生

き
て
働
く
知
識
・
技
能
」
「
未

知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
学

び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う

と
す
る
、
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
」
な
ど
の
育
成
に
向
け

て
、
学
校
は
も
と
よ
り
、
家
庭

や
地
域
の
教
育
力
も
取
り
込
ん

だ
教
育
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
基
盤
と
な
る
望
ま
し

い
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
が

目
指
す
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
学
習

指
導
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
各
小
中
学
校
に

配
置
す
る
学
習
支
援
員
を
効
果

的
に
活
用
し
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
、
習
熟
度
別
指
導
や

放
課
後
学
習
な
ど
の
学
習
指
導

に
取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
り
、

確
か
な
学
力
を
育
て
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
授
業
改
善
推
進
チ
ー
ム
活
用

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針�

教
育
長　

上��

西��

義��

幸
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事
業
」
は
、
鷹
栖
小
学
校
に
加

え
て
北
野
小
学
校
も
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
他
町
の

教
職
員
と
チ
ー
ム
を
結
成
し
て

各
学
校
を
巡
回
し
、
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
学
習
指

導
や
全
教
職
員
と
の
協
働
に
よ

る
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
学
校
教
育
の
基
盤
的
な
ツ
ー

ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
実
践
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
教

育
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解

決
し
、
教
育
の
質
の
向
上
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
国
の
実
証
事
業

で
学
習
者
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
活
用
を
行
っ
て
お
り
、
新

し
い
時
代
の
学
び
を
支
え
る
学

校
教
育
の
環
境
整
備
を
進
め
ま

す
。

　
こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進

め
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
授
業
で

の
円
滑
な
利
活
用
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
き
、
教
育
の
質

の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
の
定
着
を
図
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
な
い
家
庭
へ
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
の
貸
し
出
し
の
継
続
や
就

学
援
助
世
帯
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

通
信
料
の
一
部
補
助
額
の
増
額

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
語
教
育
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育

成
等
を
図
る
た
め
、
英
語
発
音

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
国
際
理
解
力
の
向
上
を
目

対　　象　�町内に在住する小学生、中学生、
高校生及び鷹栖高校生

対象検定　�日本国内で受験可能な、各種団
体が実施する英語検定（実用技
能英語　検定、英検ジュニア、
TOEFL、TOEICなど）

補 助 額　検定料の2分の１

英語検定料補助
ポイント

01

的
に
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
２
名
体
制
に
よ
り
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
幼
稚
園
、

保
育
園
へ
の
訪
問
を
は
じ
め
、

小
中
学
校
へ
の
授
業
支
援
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
英
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
へ
の

中
学
校
英
語
担
当
教
員
の
乗
り

入
れ
授
業
を
引
き
続
き
行
い
、

小
中
連
携
し
た
指
導
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
検
定
を
受
験
す

る
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
、受
験
料
の
一
部
補
助（
１
）

を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
放
課
後
、
英
検

受
験
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち

の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
び

の
場
を
設
け
、
英
語
力
及
び
学

習
意
欲
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

教
育
課
程
の
理
念
と
し
て
、

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
実
現
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
学

校
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
人
や
も
の
と
積
極
的
に
か
か

わ
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
各

小
中
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

と
連
携
し
て
、
授
業
の
中
で
も

鷹
栖
の
魅
力
を
更
に
知
っ
て
も

ら
う
よ
う
な
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、
鷹
栖
版
ふ
る
さ
と
共
育

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し

ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
で
は
、
一
人

ICTを活用した学習
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ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
指
導
や
支
援
を
行
う
た

め
、
教
育
相
談
を
通
じ
た
適
切

な
就
学
の
決
定
に
努
め
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て

児
童
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
鷹
栖
町
特
別
支
援

教
育
連
絡
協
議
会
」を
通
し
て
、

町
内
教
育
機
関
、
保
健
・
福
祉

機
関
、
家
庭
等
と
の
連
携
を
深

め
、
自
立
や
進
路
・
社
会
参
加

に
関
し
て
の
支
援
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

　　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
心
豊
か
な
未
来
の
た
め
に

は
、
自
他
の
持
っ
て
い
る
よ
さ

を
大
切
に
し
、
共
に
支
え
な
が

ら
、
善
悪
の
判
断
、
人
や
自
然

を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
育
成

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
道
徳
教
育
の
要

で
あ
る
「
道
徳
科
」
に
つ
い
て

は
「
考
え
・
議
論
す
る
」
授
業

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
読
書
活
動
の
推
進
や
社
会

奉
仕
活
動
、
就
業
体
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
通
し

て
、
自
立
心
や
自
律
性
、
思
い

や
り
の
心
を
培
い
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

を
育
む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
「
い
じ
め
」
は
、
日
常
か
ら

の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
る
と
い
う
意
識

が
大
切
で
す
。「
命
の
大
切
さ
」

や
「
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
」

を
醸
成
す
る
児
童
生
徒
指
導
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、

家
庭
、関
係
機
関
と
の
連
携
や
、

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ネ

ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
、
生
徒
指
導

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
取

組
を
通
じ
て
組
織
的
な
対
応
を

継
続
し
ま
す
。

　　
家
庭
や
学
校
で
の
教
育
上
の

問
題
や
悩
み
、
困
り
ご
と
の
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

教
育
相
談
員
に
よ
る
「
子
ど
も

教
育
相
談
室
」
を
継
続
し
て
開

設
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」

を
配
置
し
ま
す
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
対
応

等
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
兼

務
す
る
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
配
置
し
、
教

育
と
福
祉
の
連
携
し
た
支
援
を

進
め
る
と
と
も
に
、
「
旭
川
市

適
応
指
導
教
室
ゆ
っ
く
ら
す
」

と
の
連
携
や
、
学
習
サ
ポ
ー
タ

ー
に
よ
る
学
習
の
場
を
設
定

し
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
学

習
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会

の
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
問
題
未
然

防
止
事
業
」（
２
）
の
指
定
を

受
け
、
子
ど
も
の
人
間
関
係
づ

く
り
の
能
力
育
成
や
小
小
連

携
・
小
中
連
携
教
育
を
一
層
進

め
、
小
中
学
校
９
年
間
を
見
越

し
た
継
続
的
な
指
導
体
制
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
ち
の
基
盤
で
あ
り
、

家
庭
教
育
は
、
全
て
の
教
育
の

主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

教
育
行
政
執
行
方
針

【目標】
〇�学習面、生徒指導面からの指導の充実を図るとともに、小・
中学校間の円滑な接続とよりよい集団づくりを通して望ま
しい人間関係を構築し、不登校生徒「０」を目指す。
〇�いじめの未然防止と早期解消の徹底、再発の防止に努める。
【内容】
〇�推進地域全体での事業推進体制の整備
〇�人間関係を築く力の育成を図る特別活動等の改善充実
〇�学習指導や生徒指導の充実を図る取組の実施
〇�不登校児童生徒に対する対応の充実
〇�自殺予防教育の実施
【検討委員会の組織】

中一ギャップ問題未然防止事業
ポイント

02

鷹栖町教育課程検討委員会

教育課程部会

共有・連携
指導改善プロ
ジェクト部会

小中連携部会
（中１ギャップ
　検討委員会）

鷹栖町教育委員会

指導助言
指導助言

指導助言

共有・連携

共有・連携
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出
発
点
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
習
慣
の
確
立
が
、

健
全
な
生
活
、
そ
し
て
確
か
な

学
力
の
定
着
に
結
び
付
く
と
考

え
ま
す
。

　
家
庭
学
習
の
重
要
性
や
学
力

向
上
に
お
け
る
読
書
の
大
切
さ

な
ど
を
周
知
し
、
家
庭
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
家
庭
学
習

の
習
慣
化
と
読
書
意
欲
の
高
揚

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
引
き
続
き
、
「
生
活
習
慣

見
直
し
運
動
」
や
「
鷹
栖
町
子

ど
も
白
書
」
を
活
用
し
、
子
ど

も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
定
着
を
図
る
取
組
や
、
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
使
用
に
関

す
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
親
が

安
心
し
て
子
育
て
や
家
庭
教
育

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
加
え

て
、
就
学
前
の
保
護
者
も
交
え

て
学
ぶ
「
家
庭
教
育
講
演
会
」

を
実
施
し
、
家
庭
教
育
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
体
力
・
運
動
能
力
に
つ
い
て

は
、
自
ら
が
心
身
の
健
康
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
や
、
運
動
の

楽
し
さ
、
喜
び
を
実
感
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
施
や
各
学
校
で

の
体
育
科
授
業
の
工
夫
と
改
善

を
行
い
ま
す
。

　　
学
校
給
食
は
、
食
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
習
得
し
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
食

育
の
実
践
の
場
と
し
て
と
て
も

重
要
で
す
。主
食
で
あ
る
米
は
、

引
き
続
き
鷹
栖
町
産
米
を
使
用

し
、
食
材
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
地
元
産
を
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ま
る
ご
と
鷹
栖
産
の

食
材
を
使
っ
た
「
た
か
す
産
給

食
の
日
」
や
、
長
崎
県
松
浦
市

と
の
交
流
事
業
で
始
ま
っ
た
鷹

島
特
産
「
鰺あ
じ
フ
ラ
イ
デ
ー
」
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
産
業
や

文
化
を
学
び
生
産
者
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
、
生
命
を
尊
重
す

る
心
を
育
む
食
育
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　
効
果
的
で
質
の
高
い
教
育
活

動
を
行
う
た
め
、
教
職
員
が
心

身
の
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
、

誇
り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
部
活
動
指
導

員
の
配
置
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
を
活
用
し
た
、
部
活

動
の
地
域
移
行
を
研
究
し
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

部
活
動
の
実
現
と
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
中

で
、
鷹
栖
町
に
お
い
て
も
児
童

生
徒
数
は
減
少
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
同
士

の
学
び
あ
い
や
様
々
な
学
校
活

動
を
通
し
て
、
新
た
な
人
間
関

係
を
築
い
て
い
く
中
で
社
会
性

を
育
む
大
事
な
時
期
で
あ
り
、

学
校
全
体
と
し
て
、
一
定
数
の

児
童
生
徒
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
良
好
な
教
育
環
境
を
構
築

す
る
上
で
重
要
で
す
。
ま
た
、

両
小
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た

め
の
場
と
し
て
、
よ
り
良
い
環

境
を
整
え
、
充
実
し
た
学
校
教

育
の
実
現
を
図
る
た
め
、
今
後

の
鷹
栖
町
立
学
校
の
在
り
方
を

検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、

将
来
を
見
据
え
た
教
育
環
境
に

つ
い
て
調
査
・
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

鰺
あじ
フライデー
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市
と
の「
国
際
交
流
事
業
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
た
め
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
こ

そ
は
中
高
生
の
訪
問
団
派
遣

が
、
状
況
を
見
な
が
ら
実
現
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
隔
年
で
行
っ
て
お
り
ま

す
、
ナ
レ
ン
高
校
か
ら
の
訪
問

団
受
入
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
長
崎
県
松
浦
市
と
の
「
小

学
生
国
内
交
流
事
業
」
と
と
も

に
、
相
互
派
遣
を
通
じ
、
子
ど

も
た
ち
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と

で
、
豊
か
な
感
性
や
ふ
る
さ
と

意
識
の
向
上
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
北
海
道
鷹
栖
高
等
学
校（
３
）

に
つ
い
て
は
、
少
子
化
や
高
等

学
校
を
取
り
巻
く
制
度
改
正
な

ど
の
社
会
的
な
要
因
に
よ
り
、

安
定
的
に
入
学
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
の
中
で
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
資
格

取
得
へ
の
支
援
や
鷹
栖
町
に
根

差
し
た
教
育
活
動
へ
の
協
力
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
学
習

指
導
要
領
に
伴
い
、
新
１
年
生

か
ら
一
人
一
台
端
末
を
各
ご
家

庭
で
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
入
学
準
備
金
の
増
額

を
行
い
、
入
学
者
世
帯
の
経
済

的
負
担
軽
減
策
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
広
く
町
内
外
へ
伝
え

る
た
め
の
入
学
説
明
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
一
新
す
る
た
め
、
北

海
道
鷹
栖
高
等
学
校
振
興
会
へ

の
支
援
を
行
い
、
各
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
存
続
維
持
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　　
次
に
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た

ち
は
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、

社
会
教
育
が
担
う
「
人
づ
く

り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
」
が
よ
り
一
層
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
鷹
栖
町
社
会

教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
事
業
を
展
開
し
、
目
指
す

べ
き
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　
ふ
る
さ
と
鷹
栖
を
知
り
、
学

び
、
感
じ
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と

共
育
」
は
、
全
世
代
に
向
け
て

取
組
を
充
実
さ
せ
、
ふ
る
さ
と

へ
の
誇
り
、
郷
土
愛
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
鷹
栖
の
歴
史
、
郷

土
、
自
然
な
ど
を
学
ぶ
、
感
じ

る「
ふ
る
さ
と
体
験
活
動
」は
、

多
様
な
視
点
か
ら
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る
機
会
を
創
出
し
ま

す
。
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

９
年
間
を
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す（
４
）。

小
学
校
で
は
、
両
校
の
同
学
年

が
一
堂
に
学
ぶ
交
流
授
業
を
実

施
す
る
な
ど
小
小
連
携
に
よ

り
、学
び
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
主
体
的
に
鷹
栖
を
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
青
少
年
を
対
象
と
し
た
事
業

に
お
い
て
も
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、

地
域
の
方
と
交
流
す
る
機
会
の

創
出
を
一
層
充
実
さ
せ
、
「
た

か
す
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」や「
わ

く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
合
宿
」「
子

主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

教
育
行
政
執
行
方
針

鷹栖高校への支援
①入学支度金の支給
　令和４年度より、１人１台端末での学習活動が始まります。タブレッ
トの購入は個人負担となりますので、今までより入学にかかる経費が多
くなることから、入学支度金を3万円UPし１人につき13万円を支給し
ます。
②介護職員初任者研修の実施
　希望する生徒は在学中に、町が受講料などの費用を負担して実施して
いる「介護職員初任者研修」を受講することができます。
③検定料の一部補助
　各種検定料の一部補助で、生徒の資格取得を支援しています。

ポイント

03
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ど
も
体
験
教
室
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
高
校
生
世
代
が
主
体
的

に
取
り
組
む
「
高
校
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
継
続
し
て
実
施
し
、

切
れ
目
な
く
ふ
る
さ
と
共
育
を

提
供
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

学
び
の
充
実
に
向
け
て
は
、

「
な
な
か
ま
ど
大
学
・
大
学

院
」
及
び
「
女
性
サ
ロ
ン
ス
ク

ー
ル
」
を
継
続
し
て
開
設
し
ま

す
。
町
外
へ
の
研
修
や
見
学
が

制
限
さ
れ
る
中
、
町
内
に
目
を

向
け
、
地
域
人
材
の
活
用
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
時
代
に
即
し
た
内

容
を
組
入
れ
、
学
び
の
質
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
な
か
ま
ど
大
学
・
大
学
院

は
、
学
生
数
の
減
少
が
続
い
て

お
り
、
大
き
な
変
革
が
必
要
な

時
で
す
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
、

最
適
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
、
事

業
の
根
本
を
見
つ
め
直
し
、
運

営
手
法
や
事
業
内
容
の
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
「
読
書
」
は
、
よ
り
深
い
学

び
を
与
え
て
く
れ
る
に
限
ら

ず
、
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

安
息
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
読
書
活
動
の
拠

点
と
な
る
鷹
栖
町
図
書
室
は
、

利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

一
層
の
利
用
促
進
を
図
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
各
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
な
ど
、
図
書
室
外

で
も
貸
出
・
返
却
を
行
え
る
移

動
図
書
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

地
域
に
出
向
く
図
書
室
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
本
と
触
れ
合
う
機
会
の
創
出

に
向
け
、
「
本
と
つ
な
が
る
展

覧
会
」
の
開
催
や
、
我
が
子
が

主
人
公
と
な
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

絵
本
」
を
、
出
生
祝
品
と
し
て

贈
呈
す
る
事
業
に
取
り
組
み
、

親
子
で
本
を
楽
し
む
こ
と
で
、

読
書
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　　
公
民
館
活
動
で
は
、
地
区
ご

と
の
特
色
あ
る
活
動
に
加
え
、

分
野
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い

る「
地
域
運
営
の
基
盤
づ
く
り
」

を
継
続
し
、
多
世
代
に
わ
た
る

小・中学校ふるさと共育〜あったかスタディー〜
令和４年度『At Takasu Study』～あったかスタディ―～

小学校 中学校
≪小１・２≫
自然を満喫

≪小３～５≫
地域を知る

≪小６～中２≫
地域と関わり・考える

≪中３≫
地域の未来を創造する

インプット 徐々にアウトプット アウトプット

≪小１・２≫ 自然を満喫
★パレットヒルズをフィールドに季節を学ぶ
■草花、生き物、生態系などを知る
■名前の由来のとおり四季折々の体験
■“町民手づくりの杜”への意識向上

≪小３～５≫ 地域を知る
★地域の歴史・活動・産業・特色を知る
■副読本活用を含めた郷土学習のスタート
■町内の主要な施設を巡る見学ツアー
■町の特産品（オオカミの桃）
■ＳＤＧｓをふまえたごみ分別・環境学習
■福祉法人の協力による交流活動
■田植え・稲刈り体験で農業を学ぶ
■町内企業（ＨＯＮＤＡ）の協力による見学

≪小６～中２前半≫
地域と関わり・考える
★学んだことの“わがごと化”
小６
■６年間のまとめとした町へ未来提言
■夢にむかって（将来を考える／職業を知る）
中１・２
■ステップアップに向けた町長講話
■体験農園を通じた農業の未来・ＩＣＴ
■町内の魅力を感じられる見学ツアー
■キャリア教育の推進（先輩講話／職業体験・企業説明会）

≪中３≫
地域の未来を創造する
■グループによる提案型プレゼン
■地域人材講話を通じて将来を考える

学
び
、
多
様
な
学
び
の
機
会
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
人
が
集
う
学
び
か
ら
大
き
な

転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
新
た
な
学
び
の

推
進
を
図
る
な
ど
、
多
様
な
世

代
や
人
が
つ
な
が
り
、
共
に
学

び
合
い
、
新
た
な
考
え
の
創
造

に
つ
な
げ
ら
れ
る
学
び
の
充
実

点
と
し
て
の
あ
り
方
を
、
地
域

の
方
と
と
も
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　　
優
れ
た
芸
術
文
化
に
接
す
る

こ
と
は
、
感
動
を
生
み
、
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
活
力

と
な
り
ま
す
。
小
中
学
校
へ
の

「
ち
び
っ
こ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」

に
努
め
ま
す
。

　
各
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
は
、

５
年
間
の
指
定

管
理
期
間
の
最

終
年
度
と
な
り

ま
す
。
指
定
管

理
へ
移
行
し
て

か
ら
15
年
が
経

過
す
る
中
、
住

民
ニ
ー
ズ
も
大

き
く
変
化
し
ま

し
た
。
前
述
に

あ
る
地
域
運
営

の
基
盤
づ
く
り

と
連
携
し
、
地

区
ご
と
の
特
色

を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

ポイント

04
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や「
芸
術
文
化
体
験
推
進
事
業
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
多
様

な
作
品
を
展
示
で
き
る
鷹
栖
地

区
住
民
セ
ン
タ
ー「
ふ
ら
っ
と
」

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
促
進

し
、
日
常
的
に
芸
術
文
化
と
触

れ
合
う
場
を
つ
く
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る「
町
民
文
化
祭
」は
、伝

統
文
化
や
創
作
活
動
を
体
験
で

き
る
住
民
参
加
型
の
要
素
を
新

た
に
取
り
入
れ
、町
民
が
幅
広

く
文
化
と
触
れ
合
え
る
よ
う
付

加
価
値
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ

ー
ル
で
の
、
芸
術
文
化
鑑
賞
事

業
や
、
文
化
団
体
、
小
中
学
校

等
の
活
動
支
援
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
主
体
的
に
企
画
に
携
わ
る

「
い
き
い
き
ス
テ
ー
ジ
創
作
推

進
事
業
」
を
通
じ
て
、
地
域
に

根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
町
民
文
化

の
創
造
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
郷
土
資
料
館
は
、
１
３
０
年

に
わ
た
る
鷹
栖
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
見
直

し
を
進
め
て
き
た
館
内
全
体
の

ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
き
、
レ
イ

主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

教
育
行
政
執
行
方
針

「総合型地域スポーツクラブ」設立に向けて準備委員会

令和5年３月設立予定

たかす総合型地域スポーツクラブ
子どもから大人まで、自分に合った運動・スポーツが楽しめる鷹栖町
1. 生涯スポーツの推進　誰もが生涯にわたり、様々なスポーツを楽しめる環境をつくります。
2. 青少年健全育成　子どもたちが運動・スポーツができる環境をつくり、子どもの成長を応援します。
3. 健康づくり、仲間づくり　健康で楽しい地域づくりを目指します。

■運動習慣、基礎体力・運動能力の獲得
　幼児～小学生向けに、「コオーディネーショントレーニング」
 「運動遊び」、「多種目スポーツ体験」の定例教室を開催

■クラブと連携し、小学生の運動習慣化、
　スポーツ環境を創出

■地域スポーツの普及・推進
　地域スポーツの普及や競技人口拡大を目的に、少年団や体育協会と連携して、スポーツ体験会や教室を開催
■アスリート、プロチームとの連携
　Dots、VOREAS北海道と連携したスポーツ事業の実施（競技者向けトレーニング講座・町民向けコンディショニング講座など）

■運動習慣化、健康づくりの支援
　フィットネス・ヨガ教室、ジョギング・ウォーキング
　など通年の運動機会を提供

■クラブが地域移行の受皿として部活動を
　サポートし、中学生、高校生が運動する
　場を創出

■クラブと連携し、全世代の運動習慣化、
　スポーツ環境を創出

総合型地域スポーツクラブ
R５～R９年で
目指すところ

キッズ・ジュニア世代

スポーツ少年団

働き世代～シニア世代

中学校・高校部活動 体育協会

　
運
動
は
、
心
身
と
も
に
健
康

で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
日

常
生
活
の
質
の
向
上
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
の
充
実
、
仲

間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
機
会
の
提
供
、
子
ど
も

の
望
ま
し
い
体
力
の
確
保
と
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会

の
創
出
を
目
指
す
た
め
、
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

設
立
に
向
け
て
準
備
委
員
会

（
５
）
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
準
備
委
員
会
に
お
い
て
検
討

を
進
め
、
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
運
動
教
室
や
町
民
向
け
説

明
会
を
開
催
し
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
積
極
的
な

周
知
を
図
り
、
令
和
４
年
度
の

設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　　

運
動
の
習
慣
化
を
図
る
た

め
、
専
門
的
な
知
見
を
取
り
入

れ
、
様
々
な
動
機
付
け
か
ら
行

動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
「
運
動
習
慣
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

ポイント

05
ア
ウ
ト
変
更
を
進
め
ま
す
。
所

蔵
品
を
他
施
設
で
展
示
す
る

「
出
張
！
郷
土
資
料
館
」
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る

場
で
郷
土
資
料
に
親
し
め
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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動
習
慣
化
を
促
し
ま
す
。
町
民

が
楽
し
み
な
が
ら
、
無
理
な
く

健
康
づ
く
り
や
体
力
増
進
に
つ

な
が
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し
た

事
業
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
に

め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
各
種

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
全
国
・
全
道

大
会
へ
の
出
場
の
支
援
を
継
続

し
、
晴
れ
の
舞
台
で
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

運動習慣化プログラム構築委託事業

　
以
上
、
令
和
4
年
度
に
お
け

る
教
育
行
政
の
執
行
に
関
し
、

基
本
と
な
る
考
え
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
町
民
の
皆
さ

ま
が
喜
び
を
感
じ
、心
豊
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
町

づ
く
り
に
向
け
て
、学
校・家
庭・

地
域
の
連
携
と
関
係
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
町
議
会
議
員
並
び
に
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
教
育
行
政
執
行
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

ポイント

06
令和４年度

❶個別運動プログラム
■個別運動プログラムの作成
・体組成計、健診結果をもとにプロのトレーナーが個別運動
プログラムを作成し、月１回の運動サポート

■フィットネス教室の開催
　回数：通年（6月から開始）　週１回　19：00～19：45
　場所：サンホールはぴねす、オンライン
　対象：町民誰でも参加可能

❸公式LINEを活用したプラットフォーム
■「鷹栖ウェルネス（仮称）」公式LINEアカ
ウントを作成

■健康ポイント事業のリニューアル
・公式LINEのショップカード機能を活用し、
町民がポイントを取得・管理し、商品交換す
る仕組みを構築

・対象事業に参加した際に、掲示されたQR
コードを読み取るとポイントが貯まる。

貯めたポイントは、町商品券などに交換。

ジョギングフェスティバルの
内容変更

　大会形式を変更し、歩走運動を中心に通
年で運動実施を啓発。「町民の」健康づく
りを支援します。

❷ウォーキングプログラム
■「歩数」と「歩行速度」から健康寿命にアプローチ
　ウォーキングアプリを活用し、「歩数」と「歩行速度」を
可視化。「歩く」ことの重要性から行動変容を試みる。
　（歩行速度が速い⇒健康寿命が長い、病気予防効果）

■ジョギング・ウォーキング事業と連携
　個人での運動から集団化を図り、プログラム参加者の継続
率を高める。

構
築
事
業
」
を
官
民
連
携
で
推

進
し
ま
す
。保
健
師
と
連
携
し
、

働
き
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
の
開
催

や
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
試
行

し
、
運
動
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
一

体
的
に
進
め
ま
す
。

　　
ま
た
、
鷹
栖
町
コ
オ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実

践
研
究
会
と
幼
稚
園
、保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
等
が
主
体
と

な
り
、
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
理
論
に
基
づ

い
て
開
発
し
た
鷹
栖
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学

校
、
地
域
、
家
庭
で
実
践
し
、

身
体
能
力
・
体
力
の
向
上
や
子

ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て
い
く

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
、
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
状
況

を
踏
ま
え
、
大
会
形
式
を
中
止

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、
歩
走
運
動
（
６
）

に
よ
る
町
民
一
人
ひ
と
り
の
運

歩
く
ス
キ
ー
コ

ー
ス
を
整
備
し

ま
す
。
「
オ
オ

カ
ミ
の
里
北
野

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大

会
」の
開
催
や
、

歩
く
ス
キ
ー
な

ど
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
体

験
活
動
を
充
実

さ
せ
、
町
と
連

携
し
な
が
ら
パ

レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ

の
魅
力
向
上
に

も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　　
今
後
も
子
ど

も
た
ち
が
輝
け

る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た

コオーディネーショントレーニング
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主

な

事

業

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

町 内 全 域

別図参照別図参照

別図参照別図参照

15線道路側溝整備工事15線道路側溝整備工事

町道12号道路水道管布設替工事町道12号道路水道管布設替工事

未舗装町道舗装工事（15線道路）
未舗装町道測量調査委託（15線道路）
未舗装町道舗装工事（15線道路）
未舗装町道測量調査委託（15線道路）

河川土砂上げ（六号川）河川土砂上げ（六号川）

5号道路側溝整備工事5号道路側溝整備工事 7号道路歩道修繕工事7号道路歩道修繕工事

9号道路歩道修繕工事9号道路歩道修繕工事

消火栓更新外工事消火栓更新外工事

7号道路歩道修繕工事7号道路歩道修繕工事

8号中央道路舗装修繕工事8号中央道路舗装修繕工事

樹木伐採委託樹木伐採委託

大倉川トラフ修繕工事大倉川トラフ修繕工事

インター汚水中継ポンプ所動力盤更新工事インター汚水中継ポンプ所動力盤更新工事

鷹栖汚水中継ポンプ所№1汚水ポンプ外更新工事
　　　　　〃　　　　電気計装設備更新工事
　　　　　〃　　　　既設№1汚水ポンプ整備工事

鷹栖汚水中継ポンプ所№1汚水ポンプ外更新工事
　　　　　〃　　　　電気計装設備更新工事
　　　　　〃　　　　既設№1汚水ポンプ整備工事

14号道路舗装修繕工事14号道路舗装修繕工事

オサラッペ河川床修繕工事オサラッペ河川床修繕工事

河川土砂上げ（菊水川）河川土砂上げ（菊水川）

橋梁修繕工事（稔橋）橋梁修繕工事（稔橋）

PCB廃棄物運搬処理委託PCB廃棄物運搬処理委託

主 な 工 事 箇 所
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鷹 栖 地 区

北 野 地 区

北1条1丁目

樹木剪定委託樹木剪定委託

町道10線道路水道管布設替工事町道10線道路水道管布設替工事

鷹栖市街地舗装修繕工事鷹栖市街地舗装修繕工事

消火栓更新外工事消火栓更新外工事

つつじ団地R7ストック改善事業工事つつじ団地R7ストック改善事業工事

遊具修繕委託遊具修繕委託

公園樹木伐採委託公園樹木伐採委託

南2条1号道路側溝整備工事南2条1号道路側溝整備工事

公園樹木伐採委託公園樹木伐採委託

北野西2丁目道路舗装修繕工事北野西2丁目道路舗装修繕工事

北野市街地
側溝整備工事
北野市街地
側溝整備工事

北野西3条1丁目水道管
布設工事
北野西3条1丁目水道管
布設工事

樹木伐採委託樹木伐採委託

北野市街地歩道修繕工事北野市街地歩道修繕工事

北野市街地歩道修繕工事北野市街地歩道修繕工事

北野市街地側溝整備工事北野市街地側溝整備工事

北野市街地側溝整備工事北野市街地側溝整備工事

北野東1条1丁目
水道管敷設替工事
北野東1条1丁目
水道管敷設替工事

北野市街地歩道修繕工事北野市街地歩道修繕工事

北野市街地歩道修繕工事北野市街地歩道修繕工事

遊具修繕委託遊具修繕委託

北野汚水中継ポンプ所
№1汚水ポンプ整備工事
北野汚水中継ポンプ所
№1汚水ポンプ整備工事

10線道路転落防止柵
更新工事
10線道路転落防止柵
更新工事

遊具修繕委託遊具修繕委託
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つながる暮らしづくり

希望を叶えるあたたかな出産・子育て支援	 ３億7,600万円

●子育て未来会議の開催など	 77万円

☆子育て支援センター運営	 606万円

認定こども園施設型給付費等支援事業	 1億2,212万円

幼稚園型一時預かり事業	 78万円

子ども子育て支援施設利用料助成事業	 47万円

☆就学前子どもの食材料費助成	 333万円

放課後児童クラブへの活動支援	 2,495万円

☆保育園管理事業	 8,570万円

主
な
工
事
箇
所

教
育
行
政
執
行
方
針

町
政
の
執
行
方
針

令
和
４
年
度
の
予
算

主 な 事 業

２．あらゆる人の希望に寄り添う
　　幸せな暮らしを実現するまち

１．あらゆる世代が幸せを追求する
人が輝くまち

主

な

事

業

人間力を高める人づくり

地域ぐるみで魅力ある学校教育	 ２億2,790万円

適正な学校規模、適正配置の検討	 63万円

☆小学校図書司書の配置、教育用備品の整備	 1,174万円

☆北野小学校職員・体育館トイレ給水直圧化工事　など

	 1,202万円

☆中学校図書司書の配置、教育用備品の整備	 653万円

外国語指導助手２名の招致	 929万円

●◇感染症予防のためのスクールサポートスタッフの配置、

　大型車両の借上	 420万円

●◇ＩＣＴサポートスタッフの配置、ネットワーク環境の調査

	 245万円

学習支援員、特別支援教育支援員の配置など	 3,716万円

☆部活動指導員の配置、全道大会等の参加経費補助　など

	 377万円

☆土曜学習「がんばるど」の実施	 12万円

★☆キャリア教育の推進、コミュニティ・スクールの運営

	 527万円

〇☆鷹栖高校入学者への準備金の増額支給（＋3万円）

	 520万円

〇鷹栖高校入学案内パンフレットの作成、

　資格取得の補助　など	 115万円

〇授業改善推進チームによる学校力、授業力の向上	 7万円

〇いじめ、不登校などの未然防止や相談体制の構築	 95万円

●中型スクールバスの更新	 2,151万円

感性を育むふるさと共育	 718万円

ふるさと体験活動の実施	 14万円

〇◇家庭教育講演会の開催、生活習慣見直し運動の推進

	 78万円

☆鷹栖町産給食の日　など	 123万円

英語検定受験料の補助	 17万円

姉妹都市友好訪問団の派遣・受入	 285万円

小学生国内交流事業	 84万円

ともに学び地域を育む人づくり

世代に応じて学び続けることが叶うまち	 6,594万円

●社会教育フォーラムの開催　など	 26万円
女性サロンスクールの運営	 25万円
ななかまど大学の運営	 82万円
はたちのつどいの開催支援	 50万円
★☆高校生プロジェクト、わくわくチャレンジ合宿等の開催
	 80万円
●◇☆図書室の管理運営、移動図書システムの整備、
　図書購入　など	 1,377万円
各地区公民館活動の支援	 545万円　

誰もが気軽にスポーツに親しめる場の提供	 6,999万円

文化・スポーツ大会出場者への助成	 100万円
〇★☆通年で運動できる機会の創出、大会等の開催支援
	 110万円
●★運動習慣化プログラム事業	 569万円
●総合型地域スポーツクラブ設立の準備	 116万円

郷土の歴史と文化芸術を生かしたまちづくり	 5,929万円

☆メロディーホール自主文化事業の開催	 828万円

☆町民自主企画公演の支援　など	 250万円

☆小中学生向けの芸術文化体験事業	 86万円

☆指定文化財の維持管理経費	 31万円

●☆郷土資料館の管理運営、一部レイアウト変更	 170万円

メロディーホール屋根改修工事	 891万円

【●新規、○拡充・リニューアル、★地方創生関連、◇コロナ交付金、☆ふるさとまちづくり応援基金充当】

２．あらゆる人の希望に寄り添う
　　幸せな暮らしを実現するまち



33

TAKASU　私たちのまちづくり

３．あらゆる地域資源を活かす
　　幸せなしごとをつくるまち

広域保育事業	 550万円

子育てのための施設等利用給付事業	 299万円

ひとり親家庭放課後児童預かり施設利用料助成	 97万円

☆心のかけはしプロジェクト	 33万円

新婚世帯の新生活にかかる引っ越し費用等の助成	 60万円

妊娠・出産・育児期への保健支援	 529万円

保護者の疾病等による子育て短期支援事業	 83万円

産前・産後サポート費用の助成	 111万円

子ども、ひとり親家庭の医療費助成	 2,648万円

一人ひとりが充実した暮らしを営むまち	 ４億8,200万円

福祉灯油等の助成	 350万円

障がい福祉サービスの給付、地域生活支援事業

	 3億1,409万円

自立支援協議会の運営	 55万円

自立支援医療給付事業	 1,143万円

〇修学資金の貸付	 665万円

★地域共生社会推進事業	 2,008万円

重度心身障がい者、精神障がい者の医療費助成	 1,336万円

〇心身障がい者共済掛金の補助金の一部見直し

（1/2→1/4）	 16万円

●◇サンホールはぴねすの管理運営

　（エレベーター更新と窓用エアコンの設置）	 1,911万円

生涯元気に活躍する暮らしづくり

生涯元気に活躍できるまち	 １億7,957万円

介護保険会計	 ９億906万円
☆高齢者への交通費助成	 377万円

敬老祝い品の贈呈	 172万円

緊急通報システムの運用	 62万円

鷹栖高校及び町民対象の介護職員初任者研修開催	 169万円

外国人介護福祉人材育成支援事業	 531万円

生活支援コーディネーターの配置、介護入門研修の実施

	 852万円

フィットネス倶楽部「コレカラ」等における介護予防事業

	 1,267万円

★住民主体のサロンの運営支援　など	 113万円

認知症カフェの実施	 37万円

可能性あふれる農業を次代につなぐしごとづくり

未来へつなぐ明るい農業	 ６億4,759万円

★農業交流センターの運営・管理	 1,128万円

★新規就農者・農業後継者確保対策事業	 1,989万円

●新規就農者育成総合対策事業	 1,500万円

●地域おこし協力隊制度を活用した農業の担い手育成・

　確保の推進	 960万円

農業ヘルパー確保事業	 10万円

農業競争力基盤強化特別対策事業（北成地区・鷹栖南地区）

	 3,244万円

国営緊急農地再編整備事業（北野地区）	 2,958万円

野菜団地の整備（中央地区）	 3,720万円

〇農地集積等推進事業	 600万円

中山間地域等直接支払事業	 2億2,963万円

多面的機能支払交付金事業	 1億5,313万円

地域農業活性化総合支援事業	 600万円

原料トマト生産振興対策事業	 320万円

☆「オオカミの桃」原料作付奨励事業	 400万円

●◇農産加工施設四季の里の高圧受電施設、

　手洗い場改修工事	 1,507万円

●有害鳥獣業務担当者の配置（集落支援員）	 130万円

みんなで主体的に取り組む健康づくり	 ２億8,912万円

国保会計８億920万円　後期高齢者医療会計	 1億1,940万円
救急医療等対策事業	 154万円

〇国民健康保険事業の運営（健診データの受領）	 6,092万円

後期高齢者医療対策事業の運営	 9,865万円

予防接種への支援	 1,673万円

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業	 5,925万円

各種健康診査の実施	 1,285万円

マイベジファーストや減塩推進などの食生活支援	 29万円

卒煙チャレンジ応援など	 71万円
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４．あらゆる安心を未来へとつなぐ
幸せな環境を持続するまち

生活の安心を支える環境づくり

自然環境と都市機能が調和した魅力あるまちの形成	 7,128万円

〇公営住宅の改善工事

（つつじ団地１階給湯・手すり設置等）	 1,000万円

公園の維持管理	 2,795万円

★☆◇パレットヒルズでのイベント開催、

　探索ノートの作成　など	 370万円

地域おこし協力隊パレットヒルズ振興事業	 479万円

安全で安心なまちづくりの推進	 ２億7,866万円

消費者被害防止の啓発　相談窓口の体制強化　など	 99万円

●防災拠点の整備、人材育成研修の実施	 2,405万円

防災行政無線の維持管理	 280万円

消防広域化委託事業	 １億5,608万円

消防団活動推進事業	 194万円

●高規格救急車の更新	 3,785万円

街路灯ＬＥＤ化工事　など	 2,027万円

中学１年生への防犯ブザーの配布	 8万円

小学１年生への交通安全ランドセル配付	 35万円

生活インフラの適正な整備と管理	 ４億2,614万円

水道事業会計２億8,144万円　下水道事業会計４億5,276万円
７号道路舗装修繕工事　など	 5,539万円

９号道路歩道修繕工事　など	 3,290万円

橋梁長寿命化対策工事（稔橋）　など	 3,180万円

町道の維持管理	 2,761万円

道路環境美化の推進	 94万円

未舗装町道舗装工事（15線道路）	 2,956万円

大倉川トラフ修繕工事、オサラッペ川河床修繕工事　など

	 1,627万円

水位観測システム管理など	 66万円

【水道会計】

10線道路水道管布設替工事　など	 5,021万円

消火栓更新外工事	 300万円

水道メーター交換工事	 2,208万円

【下水道会計】

●公共下水道事業の公営企業会計への移行

鷹栖汚水中継ポンプ場汚水ポンプ外更新工事	 5,600万円

鷹栖汚水中継ポンプ場電気計装設備更新工事	 7,400万円

鷹栖汚水中継ポンプ場既設No.1汚水ポンプ整備工事

	 3,000万円

北野汚水中継ポンプ所No.1汚水ポンプ整備　など	1,400万円

町道除排雪経費	 １億2,353万円

●ショベルローダの購入	 3,601万円

融雪槽等の設置助成	 175万円

〇☆町営バスの運行管理、町営バスの更新	 1,982万円

〇インターネット無線電波受信設備の撤去に対する補助

	 85万円

美しい自然を保全する環境づくり

地域の豊かな環境の保全と自然エネルギーの活用	 ２億6,491万円

公害防止対策	 14万円

不法投棄対策（環境パトロール推進員の活動）	 79万円

●生ごみ堆肥化施設基本設計委託	 88万円

生ごみ堆肥化施設・リサイクルセンターの管理	 2,477万円

生ごみ堆肥化容器（コンポスト）購入助成	 8万円

合併処理浄化槽の設置助成	 268万円

家庭用・事業系可燃物・粗大ごみの焼却委託	 3,581万円

地域の魅力を高める豊かなしごとづくり

商工業の持続的な発展	 3,521万円

商工会への活動支援	 882万円

中小企業等育成振興事業（利子補給・保証料補給）	 660万円

☆新規開業者等への支援	 150万円

●◇町内事業者の販路拡大、キャッシュレス決済導入に

係る費用の助成	 120万円

〇◇プレミアム商品券の発行（飲食店応援チケット付き）

	 1,700万円	

資源を活かした観光振興	 630万円

★◇観光協会への活動支援	 82万円

ゴルフ場利用者増加対策	 35万円

地域おこし協力隊観光振興活動事業	 480万円

地場産業の活力の創出	 787万円

地場産品販売促進事業	 88万円

企業立地の推進	 97万円

雇用促進家賃助成　など	 603万円
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TAKASU　私たちのまちづくり

５．あらゆる人が関係して高めあう
　幸せな交流があるまち

関係が連なり大きな輪となる交流づくり

住民参加と連携によるまちづくり	 2,059万円

★◇持続可能な地域形成推進事業（地域運営モデル地区・人

材育成）	 461万円

地域おこし協力隊地区活動支援事業	 488万円

★鷹栖市街地活性化推進事業	 212万円

地域おこし協力隊地域振興活動事業	 480万円

まちづくり懇談会、移動町長室　など	 17万円

町内会・農事組合・地区連合会事務費等の活動支援

	 252万円

地域・団体等の自主的な活動に対する支援（振興補助事業）

	 150万円

戦略的な情報発信	 1,352万円

〇☆広報紙の発行・デジタルブック化、

　ホームページリニューアル　など	 1,352万円

地域と調和する移住定住促進と関係人口の創出	 ２億6,513万円

〇民間賃貸住宅建設に対する補助	 1,200万円

住宅建築・空き家改修支援	 2,150万円

★移住定住相談員の配置、関係人口プラットフォーム

　運営推進など	 368万円

★域学連携による地域課題解決の推進	 359万円

地域おこし協力隊定住促進対策事業	 483万円

提案型地域おこし協力隊事業	 960万円

☆ふるさとまちづくり応援寄附事業	 7,370万円

持続可能な行財政運営	 20億1,517万円

公平委員会会計	 140万円
職員研修、専門行政課題の必要な能力開発	 321万円

庁舎改修事業

（自動火災報知設備受信機取替など）	 1,441万円

固定資産評価替え事業	 195万円

◇新型コロナウイルス感染症拡大防止のための

　衛生用品購入	 150万円

〇庁内ＯＡシステムの管理運営、行政手続きオンライン化

	 1億1,877万円

し尿及び浄化槽汚泥処理事業（し尿及び浄化槽汚泥処理）

	 1,918万円

住宅用太陽光発電システムの設置助成	 200万円

●脱炭素化に関する職員研修の実施	 28万円

狂犬病予防・動物愛護の啓発	 12万円

森林の公益的機能の維持推進	 3,464万円

町有林の整備	 1,421万円

森林環境譲与税活用事業	 764万円

鷹栖小稲刈体験

文楽鑑賞教室 空き家DIY講座




